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職場のメンタルヘルスの現状等①

仕事や職業生活に強い不安、悩み、

ストレス（ストレス等）を感じる労働者



職場のメンタルヘルスの現状等①

職業生活におけるストレス等の原因



職場のメンタルヘルスの現状等①

メンタルヘルスケアに

取り組んでいる事業所割合（％）

資料「平成１９年健康状況調査」（厚生労働省）



職場のメンタルヘルスの現状等②

気分障害の患者の推移

うつ病等の気分障害の総患者数は、

平成２０年には100万人超え

資料「患者調査」（厚生労働省）



職場のメンタルヘルスの現状等③

自殺者の推移

資料「自殺の概要資料」（警察庁）総数 男性 女性



職場のメンタルヘルスの現状等③

自殺者は１４年連続で３万人超え

⇒被雇用者・勤め人 8,568人（27.0％）
⇒勤務問題 2,590人

（被雇用者・勤め人2,078人）
【主な内訳】仕事疲れ 615人

職場の人間関係 488人
仕事の失敗 362人
職場環境の変化 293人



職場のメンタルヘルスの現状等④

精神障害による労災請求件数の多い業種

平成２１年度

業種 件数

１
社会保険・社会福祉・

介護事業
６６

２ 医療業 ６０

３ その他の小売業 ５８

４ 情報サービス業 ４８

５ 道路貨物運送業 ４６

平成２２年度

業種 件数

１
社会保険・社会福祉・

介護事業
８５

２ 医療業 ８４

３ 情報サービス業 ５９

４ 道路貨物運送業 ４５

４ その他の小売業 ４５

資料「脳・心臓疾患及び精神障害等に係る労災補償状況について」（厚生労働省）



職場のメンタルヘルスの現状等④

精神障害による労災請求件数の多い職種

平成２１年度 平成２２年度

職種 件数

１ 一般事務従事者 １８７

２ 商品販売従事者 １２８

３ 営業・販売事務従事者 ８２

４～
７

（略） （略）

８
保健師、助産師、看護

師
３１

職種 件数

１ 一般事務従事者 ２１１

２ 商品販売従事者 ９９

３ 営業・販売事務従事者 ８２

４ 自動車運転従業者 ５７

５
保健師、助産師、看護

師
５１

資料「脳・心臓疾患及び精神障害等に係る労災補償状況について」（厚生労働省）



職場のメンタルヘルスの現状等④

精神障害による支給決定件数の多い業種

平成２１年度 平成２２年度

業種 件数

１ 総合工事業 １５

２ 道路貨物運送業 １３

３ 情報サービス業 １１

３ 医療業 １１

５ 飲食店 １０

業種 件数

１
社会保険・社会福祉・

介護事業
２０

１ 医療業 ２０

３ 情報サービス業 １６

４ 道路貨物運送業 １５

５ 食料品製造業 １３

資料「脳・心臓疾患及び精神障害等に係る労災補償状況について」（厚生労働省）



職場のメンタルヘルスの現状等④

精神障害による支給決定件数の多い職種

平成２１年度 平成２２年度

職種 件数

１ 商品販売従事者 ２７

２ 一般事務従事者 ２５

３ 自動車運転従事者 １４

４～１
１

（略） （略）

１２
保健師、助産師、看護

師
７

職種 件数

１ 一般事務従事者 ３６

２ 商品販売従事者 ３３

３ 自動車運転従事者 ２０

４ 法人・団体管理職員 １６

５
保健師、助産師、看護

師
１５

資料「脳・心臓疾患及び精神障害等に係る労災補償状況について」（厚生労働省）



職場のメンタルヘルスの現状等⑤

東日本大震災の影響（年末の報道）

被災地で働く看護師

⇒ ＰＴＳＤの疑い３割

⇒ 不安やうつは７割

※ 年末に大きく報道

⇒ 厚生労働省の調査（全産業）よ
り高い水準



看護師のメンタルヘルス調査①

調査のきっかけ（平成２０年）
医療現場における職場環境等の改善を通じた

人間工学・ストレス要因の評価（領域別）

①設備・機械

②作業環境

③作業編成

④人間工学

⑤仕事の情報伝達

⑥福利厚生など

メンタルヘルス対策に効果的



看護師のメンタルヘルス調査①

調査のきっかけ（平成２１年）
医療現場における電離放射線被ばくのリスク評価

関西地方にある公立病院（病床数613 床，2009年
の病床利用率93％）
医療従事者の被ばく調査を実施

→ 被ばくリスクの軽減化の成功

しかし、離職率の減少にはつながらず・・・

労働組合から離職率の低減化の相談を受ける



看護師のメンタルヘルス調査①

調査のきっかけ（平成２１年）
医療現場における電離放射線被ばくのリスク評価

離職率の多い部署として、

手術室

集中治療室

脳外科病棟 など

メンタルヘルス対策が必要



看護師のメンタルヘルス調査①

調査対象
手術室と集中治療室に所属する女性の看護師20 人
平均年齢：29 ± 4.6 歳
勤務形態：
2 交代制（日勤：8:00~16:00，夜勤：16:00~8:00.）

変則2交代制（日勤：8:00~16:00，変則：13:00~21:30，
夜勤：21:30~9:30）

3交代制（日勤：8:00~16:30，準夜勤：16:00~24:30，夜
勤：0:30~8:30.）



看護師のメンタルヘルス調査①

調査方法
無記名式質問紙調査

疲労評価；
• 労働者の疲労蓄積度自己診断チェックリスト（13 項目と7 項
目）

• 自覚症しらべ(25 項目)
• 蓄積的疲労徴候インデックスCFSI（81 項目）
• ストレス評価日本語版バーンアウト尺度（21 項目）
• 三木版看護師ストレッサー尺度（35 項目）
• 精神健康調査票（日本語版GHQ28）
• 職業性ストレス簡易調査票（57 項目）
自覚症しらべは日勤，準夜勤，夜勤の各直の勤務前後で記入さ
せ，それ以外の質問紙は仕事の空き時間に記入させた



20 名中15 名（平均年齢：29 ± 4.6 歳. 勤務形態：2 交代制= 手
術室1 人，変則2 交代制= 手術室5 人，3 交代制= 集中治療室8 
人，不明= 手術室1 人）の質問紙を回収した（回収率75%）
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バーンアウトの比率 43%
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仕事の負担度の人数比率（n=15）



自覚症しらべの勤務前後での各項目の変化の関係(n=11)
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図１ 勤務前後の自覚症状しらべの各項目の変化
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三木版看護師ストレッサー尺度の各項目の得点



蓄積疲労徴候インデックスの訴え率のパターン（n=13）



精神健康調査票の各項目の人数比
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看護師のメンタルヘルス調査①

課題

精神健康調査から，身体的症状，不安や不眠の
訴えが非常に高いことから，不安や不眠を改善
するための職場の交代制勤務体制の改善が必
要

調査結果、課題を踏まえた対策



メンタルヘルス対策







看護師のメンタルヘルス調査

メンタルヘルス対策

交代制勤務体制の改善内容としては，夜勤・準
夜勤業務の回数を減らす，夜勤連続勤務体制を
見直し，夜勤の次の日は休日にする等の改善が
必要

更なる課題



厚生労働省のメンタルヘルス対策

メンタルヘルスケアの具体的な進め方（その１）

関係者の連携が必要



厚生労働省のメンタルヘルス対策

メンタルヘルスケアの具体的な進め方（その２）



厚生労働省のメンタルヘルス対策
メンタルヘルスケアの具体的な進め方（その３）

メンタルヘルスケアを推進するため
の教育研修・情報提供
労働者、管理監督者、事業場内産業保健ス
タッフ等に対し、それぞれの職務に応じた教
育研修・情報提供を実施。なお、事業場内に
教育研修担当者を計画的に養成することも有
効



厚生労働省のメンタルヘルス対策
メンタルヘルスケアの具体的な進め方（その４）

職場環境等の把握と改善

労働者の心の健康には様々な要因
が影響を与えることから、職場環境
等を評価して問題点を把握するとと
もに、その改善を図る。



厚生労働省のメンタルヘルス対策
メンタルヘルスケアの具体的な進め方（その5）

職場環境等の把握と改善



厚生労働省のメンタルヘルス対策
メンタルヘルスケアの具体的な進め方（その6）

メンタルヘルス不調への気づきと対応

メンタルヘルスケアにおいては、スト
レス要因の除去又は軽減などの予防策
が重要ですが、万一、メンタルヘルス
不調に陥る労働者が発生した場合に、
その早期発見と適切な対応を図ること
が必要

体制の整備が必要！



厚生労働省のメンタルヘルス対策
メンタルヘルスケアの具体的な進め方（その7）

メンタルヘルス不調への気づきと対応

○ 労働者による自発的な相談とセルフ
チェック

○ 管理監督者、事業場内産業保健スタ
ッフ等による相談対応

○ 労働者の家族による気づきや支援等



厚生労働省のメンタルヘルス対策
メンタルヘルスケアの具体的な進め方（その8）

職場復帰における支援
メンタルヘルス不調により休業した労働者
が円滑に職場復帰し、就業を継続できるよう
にするため、衛生委員会等において調査審議
し、職場復帰支援プログラムを策定するとと
もに、その実施に関する体制整備やプログラ
ムの組織的かつ継続的な実施により、労働者
に対する支援を実施



ご清聴ありがとうございました。

http://nyora.net/thread.php/ja/81


